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週末の過ごし方をどうするか 
 このところ，こんなニュースが続いた。 
○１月 31 日付「読売新聞」 東京都台東区の教育

委員会は，区内の中学生の希望者を対象に「土曜ス
クール」を開設する。土曜日の午前中３時間程度，
各学校の教室を利用して，国語，数学，英語などを

指導する。講師は教員免許を持つ地域住民や大学生
のボランティアが当たる。 
○２月４日付「読売新聞」 文部科学省は，土・日

曜日の子どもたちの体験活動の場の提供について，
学習塾側に協力を要請する初の協議会を開いた。協
議会には中小学習塾経営者や大手進学塾代表ら 100

人以上が参加した。文部科学省は，塾側に「自然体
験，理科実験充実への協力」や「学力向上への助言」
などを求めた。 

○２月６日付「読売新聞」 埼玉県深谷市は新年度
から，市内の小・中学校で児童・生徒の希望者に，
毎週土曜日に学習指導を行うことを決めた。学習指

導は午前中に各学校で１クラス２人の講師を配し，
教科書に沿った指導をする。講師は教員免許を持っ
た非常勤講師や教員のＯＢが主体で，月２回は各校

の教師も参加する。 
○２月９日付「産経新聞」 全日本中学校長会の調
査によると，学校五日制の実施について，中学校長

の７割が「学力が低下する」と考え，５割が「塾通
いの増加」を予想していることがわかった。予想さ
れる生徒の週末の過ごし方では「テレビやゲーム，

マンガなどで過ごす時間が増える」（90.4％），「ゲ
ームセンターやカラオケに行く機会が増える」
（47.1％）が多く，週末への懸念として，「土曜日

に保護者不在の家庭が心配」（86.3 ％），「生徒が参

加できる地域社会の活動が少ない」（94.7 ％）など
と答えている。 

“学びのすすめ”も補習是認 
 学校五日制がスタートしたとき（平成４年），全
国的に土曜日の受け皿をどうするかが懸案となった。
当時は，学校五日制の趣旨から，土曜日に授業をす

るなどもってのほか，という雰囲気が強かった。 
 しかし，近年の学力低下の懸念への対応もあり，
このところ休日となる土曜日の過ごし方の一つとし

て，学校施設を利用しての補習授業があってもいい
のではないかという流れになりつつあるようだ。前
記のニュースも，それを示している。 

 過日，文部科学大臣が発表した“学びのすすめ”
では「放課後の時間などを活用して，補充的な学習
や児童生徒の主体的な学習を支援する」ことを勧め

ている。この「放課後の時間など」に土曜日が入る
のかどうか。文部科学省としては，通常の授業と同
じような形で土曜日に授業をすることをよしとする

わけにはいかないだろう。 
 しかし，中学校長会の調査にあるように，学校五
日制で学力が低下するのでは，と懸念を抱く人は少

なくない。また，予想される児童・生徒の週末の過
ごし方には，さまざまな不安がある。 
 とすれば，ふだんの授業とは別に，自然体験や理

科実験中心の授業や，学習の遅れがちな児童・生徒
への補習授業などを，教育委員会や学校が主体的判
断で行うことは，地方分権の観点から，望ましいこ

とではないか。 

    （ひしむら・ゆきひこ＝公立学校共済組合理事長） 
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